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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

本年度は計三本の論考を掲載することができ

ました。お忙しい中査読の労を取ってください

ました先生方には心より感謝申し上げます。本

当にありがとうございました。 

三年目の編集担当になりますが、今年もまた

論文の面白さをあらためて教わりました。この

たびの経験を今後の研究活動に活かしてゆきた

いと思います。 

（樽田勇樹記）  
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